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賃上げと雇用確保で内需拡大を！

２０１２年２月 「ＥＬＩＣ」号外 （４）

大
企
業
に

社
会
的
責
任
を
！

「
富
を
独
占
し
た
１
％
の

人
が
社
会
を
破
壊
し
た
」
と

し
て
「
ウ
オ
ー
ル
街
を
占
拠

せ
よ
」
と
立
ち
上
が
っ
た
市

民
や
労
働
者
の
闘
い
が
世
界

を
大
き
く
動
か
し
ま
し
た
。

日
本
で
も
大
企
業
と
富
裕
層

に
富
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
対
外
純
資
産
２
５
２

兆
円
の
世
界
一
の
金
持
ち
国

で
す
。
大
企
業
の
内
部
留
保

は
２
６
６
兆
円
（
１
０
年
で

１
．
５
倍
に
）
に
も
な
り
ま

す
。
一
方

で
労
働
者

の
賃
金
は

下
が
り
続

け
て
い
ま

す
。
こ
の

よ
う
な
巨

額
の
内
部

留
保
の
一

部
を
労
働

者
・
国
民

に
還
元
さ

せ
れ
ば
、
内
需
拡
大
・
生
活

充
実
の
経
済
へ
と
転
換
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

安
定
し
た
雇
用
と

賃
金
の
実
現
を

今
や
労
働
者
の
３
人
に
１

人
が
非
正
規
労
働
者
と
な
り
、

低
賃
金
で
不
安
定
な
雇
用
で

働
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
ず

人
間
ら
し
い
生
活
に
必
要
な

最
低
賃
金
の
底
上
げ
（
当
面

時
給
１
０
０
０
円
以
上
）
が

第
一
で
す
。
さ
ら
に
不
安
定

雇
用
の
元
に
な
っ
て
い
る

「
派
遣
法
」
や
「
有
期
労
働

法
」
を
「
労
働
者
保
護
法
」

へ
と
抜
本
改
正
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

震
災
復
興
と

内
需
中
心
の
経
済
を
！

今
春
闘
は
、
震
災
復
興
、

原
発
ゼ
ロ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な

ど
の
国
民
的
課
題
に
も
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

課
題
は
、
内
需
中
心
型
経
済

へ
の
転
換
と
い
う
こ
と
で
、

相
互
に
結
び
つ
き
ま
す
。
震

災
復
興
は
、
地
域
経
済
再
生

と
中
小
零
細
企
業
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。
逆
に
Ｔ

Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
、
地
方
経

済
を
支
え
て
い
る
農
業
・
漁

業
及
び
中
小
零
細
企
業
を
衰

退
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

原
発
ゼ
ロ
＝
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
拡
大
は
、
地
域
循

環
型
社
会
の
実
現
と
農
・
林
・

漁
業
を
守
り
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

い
ま
、
電
機
や

情
報
サ
ー
ビ
ス
産

業
で
は
、
東
日
本

大
震
災
、
福
島
第

一
原
発
事
故
、
タ

イ
の
洪
水
、
そ
し

て
円
高
に
見
舞
わ

れ
る
中
、
大
手
企

業
は
、
国
際
競
争

力
の
強
化
や
業
績

低
迷
を
理
由
に
し

て
の
身
勝
手
な
リ

ス
ト
ラ
を
相
次
い

で
行
っ
て
い
ま
す
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・

ソ
ニ
ー
・
リ
コ
ー
・

日
立
・
東
芝
な
ど

は
、
大
規
模
な
事

業
拠
点
の
統
廃
合

を
進
め
、
非
正
規

労
働
者
の
雇
い
止

め
、
早
期
退
職
の

募
集
、
出
向
や
転

籍
に
よ
る
人
員
削

減
と
労
働
条
件
の

切
り
下
げ
な
ど
、

労
働
者
に
犠
牲
を

押
し
つ
け
る
施
策

を
強
行
し
て
い
ま

す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、
昨
年
９

月
結
成
以
来
、
人
減
ら
し
リ
ス
ト
ラ
反

対
の
旗
を
高
く
掲
げ
て
、
「
違
法
な
リ

ス
ト
ラ
は
止
め
よ
」
「
地
域
経
済
を
守

れ
」
等
の
宣
伝
行
動
を
全
国
各
地
の
工

場
門
前
や
主
要
駅
頭
で
行
っ
て
い
ま
す
。

電
機
大
手
企
業
の
中
で
、
最
大
の
リ

ス
ト
ラ
を
行
っ
て
い
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

グ
ル
ー
プ
。
そ
の
子
会
社
の
パ
ナ
電
工

ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
「
12
月
中
旬
ま

で
に
、
警
備
員
全
員
（
１
５
０
人
）
を

委
託
先
へ
の
転
籍
か
早
期
退
職
」
と
い

う
、
リ
ス
ト
ラ
を
強
行
し
ま
し
た
。
転

籍
す
る
と
、
年
収
は
残
業
代
を
含
め
て

も
約
２
４
０
万
円
で
、
約
１
５
０
万
円

の
減
収
に
な
り
ま
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
の
中
本
俊
彦

さ
ん
は
、
多
く
の
同
僚
が
退
職
に
追
い

込
ま
れ
る
な
か
、
「
黒
字
経
営
な
の
に

整
理
解
雇
は
違
法
。
こ
ん
な
理
不
尽
な

こ
と
許
せ
な
い
。
い
っ
し
ょ
に
た
た
か

お
う
」
と
同
僚
に
よ
び
か
け
、
組
合
員

を
４
人
に
増
や
し
て
、
た
た
か
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
12
月
６
日
に
行
わ
れ
た

２
回
目
の
団
体
交
渉
で
、
雇
用
を
継
続

さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

中
本
さ
ん
は
「
一
緒
に
た
た
か
い
、

ま
た
応
援
し
て
く
れ
る
仲
間
に
助
け
ら

れ
な
が
ら
粘
り
強
く
頑
張
り
、
こ
こ
で

働
き
続
け
ま
す
」
ど
、
話
し
て
い
ま
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
今
冬
、
電

機
労
働
者
懇
談
会
と
協
同
し
て
、
「
12

春
闘
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
ハ
ガ
キ
と
、

リ
ス
ト
ラ
反
対
、
賃
金
の
底
上
げ
要
求

な
ど
の
チ
ラ
シ
を
セ
ッ
ト
に
し
て
２
万

７
０
０
０
枚
配
布
し
ま
し
た
。
全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
１
０
０
０
人
の
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
で
は
、
６
割
以
上
の
人
が
「
生

活
の
苦
し
さ
」
を
訴
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
非
正
規
労
働
者
は
全
労
働
者

の
３
８
・
７
％
に
も
の
ぼ
り
、
年
収
２

０
０
万
円
以
下
の
給
与
所
得
者
が
５
年

連
続
で
１
０
０
０
万
人
を
超
え
て
い
ま

す
。
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
す
べ
て
の

労
働
者
の
切
実
な
要
求
に
な
っ
て
い
ま

す
。電

機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、
「
誰
で

も
時
間
額
１
０
０
円
以
上
、
月
額
１
万

円
以
上
の
賃
上
げ
」
を
め
ざ
し
、
特
に

非
正
規
労
働
者
の
賃
上
げ
に
力
を
つ
く

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
電
機
情
報
産

業
の
業
界
団
体
（
電
子
情
報
技
術
産
業

協
会
、
日
本
電
機
工
業
会
な
ど
）
へ
の

要
請
行
動
を
今
春
に
取
組
み
ま
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
一
人
で
も

入
れ
る
全
国
単
一
の
産
業
別
労
働
組
合

で
す
。
非
正
規
労
働
者
を
は
じ
め
と
し

て
、
正
規
労
働
者
、
管
理
職
も
含
め
た

労
働
者
の

生
活
と
権

利
を
守
り

向
上
さ
せ

る
た
め
、

み
な
さ
ん

と
ご
一
緒

に
全
力
を

あ
げ
て
取

り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

一人でも入れる労働組合電機・情報ユニオンに入り

雇用確保と待遇改善をしよう

パ
ナ
グ
ル
ー
プ
で
、

、

解
雇
撤
回
さ
せ
た

非
正
規
労
働
者
の

賃
金
の
引
き
上
げ
を

力
を
合
わ
せ
て

要
求
実
現
を

10月21日、リコーテクノロジーセンター

（神奈川県海老名市)の駅頭での宣伝行動
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神奈川支部（中村＝080-5060-7728）

茨城支部（大内＝090-5547-9418）
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◆経営悪化を理由に、非正規社員の契約更新がされず、来

春より順次クビ切られそうだ。正社員の雇用を守る為のク

ビ切りとはっきり言われ、長年働いてきた人間に対して平

気で切り捨てる会社の態度に怒りを感じる。(東芝）

◆日立CMは、日立から大勢の出向者とプロパーの混在組織

で同一労働同一賃金が守られておらず、更に出向者で一度

も在籍元で勤務したことがない人が大勢いる。プロパーは

出向者の70％賃金で、こんな人種差別許せない。(日立）

◆パナソニックに派遣社員で、３年以上になりますが直接

雇用もしくは検討しているという話を聞いた事がない。(パ

ナソニック）

◆三菱電機の偽装請負等は、うちの職場でもある。正社員

登用制度が一応あるが、口の上手い人しかとらないし、上

司の差別があり、試験を受けさせてもらえない。うつになっ

て自殺した人もいる。仕事のある時でも、首切りは当たり

前となっている。(三菱電機）

◆ハイアールへの出向者などは転進制度が使えない。一方

で、パナソニックに出向している人にはこの制度が使える。

今後会社が紹介する雇用を断ると制度が使えない？（三洋

電機）

◆最近ＮＥＣの独自技術が弱いと感じる。世界Ｎｏ.１技術

の創出が課題。特にコンシュマー分野で弱体化しているた

めか、株価も延びないと思っており、将来が不安だ。（Ｎ

ＥＣ）

◆今の日本の企業はコンプライアンスなど無いに等しい。

従業員・株主がかわいそうだ。役員が多すぎる。無能な役

員や管理職が多い。（富士通）

◆職場環境、人間関係にも問題があると思うが、心身を病

んでいる労働者が増えている様に感じる。弱者に手を差し

伸べる余裕が出る環境があれば、お互い良い仕事が出来る

のではないでしょうか。人減らしは嫌ですね。(ＯＫＩ）

◆公正な基準での昇給・賞与の査定がされていないので改

善すべき。会社側は「公正にしている」と主張している。

（安川電機）

アンケートに寄せられた声！

生活改善必要額(月額)３万円以上が７６％に達す！
アンケートへのご協力ありがとうございました電機懇と電機・情報ユニオンが協同して取り組んだ１２春闘要求アンケートに

全国の職場から協力を頂きありがとうございます。年始めまでに寄せられたアン

ケートの中間集計１０００枚を超える結果から特徴を報告します。

寄せられたアンケートは、非正規の方が１２.２％、再雇用者も１９.２％でし

た。男女比では、女性が１４.８％です。年齢分布は、２０歳代が１３.７％、３

０歳代が２９.０％、４０歳代が２１.９％、５０歳代が２０.３％となっています。

切実な要望・意見が１６.４％に当たる１７０名の方々から届きました。現在の

生活に必要な月当たりの増額の加重平均は３万６３４２円となりました。

（％）

（％）

あなたの生活に月額あといくら必要ですか？（年代別比較）

生活実感では、依然として「かなり

苦しい」「やや苦しい」を合わせると

６３％と多数となっています。

年代別のピークは、４０才代で７１

％です。雇用形態別では、非正規が最

も高く６８％で、正社員でも６０％に

なっています。残業をしているかどう

かの分類では、４０Hr以下で見ても５

５％となっています。一番多いのは

「心の病通院・治療中」の人で８０％

にも上っています。

（％）

初めて設定した「心身の不安」の結果は上グラフ。２

０歳代でも「健康」が６３％で、「心の病で不安」「心

の病で通院・治療中」の年代別集計では、２０才代１０

％、３０才代１２％、４０才代１２％となっています。

困っている・不安なことでは、全体で「年金・老後」

が３１％です。２０才代では低賃金が２９％、それに次

いで２４％占めている事に政治の無責任さを感じます。

非正規の人は低賃金の３６％に続き年金・老後が２７％

です。「人員削減」では４０才代１９％と多数です。

月額あといくら必要ですか？では、金額的に５万円以上が４２％と多数で、

全ての年代別集計でも生活の苦しさを反映して高額要求となっています。

心身の不安はありますか？


